
　11月21日、第22回ふくしま駅伝が
開催されました。出場した選手は、
郷土の誇りを胸に、白河市総合運動
公園から福島県庁までの16区間96.2
㎞のコースを走りぬきました。（ 5
ページに関連記事）

第22回ふくしま駅伝

走
り
ぬ
い
た

平成22年

№ 557
12

町の人口 平成22年11月1日現在　男3,285人 女3,430人 計6,715人 世帯数2,262戸 10月との比較 人口△ 3人 世帯数△ 3戸 人のうごき 出生 6 人 死亡 3 人

ゴールテープを切る
最終走者の星嘉人選手（落合）



受賞者の皆さん

永年の功績を称える。
■
町
自
治
功
労
者

　
教
育
功
労
者
表
彰
式

町
の
発
展
や
教
育
、
文
化
の
向

上
な
ど
に
永
年
に
渡
り
貢
献
さ
れ

た
方
を
称
え
る
「
平
成
二
十
二
年

度
下
郷
町
自
治
・
教
育
功
労
者
表

彰
式
」
は
、
十
月
二
十
四
日
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
十

五
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
湯
田
雄
二
町
長
か
ら

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
元
町
農
業

委
員
会
長
の
星
栄
美
さ
ん（
落
合
）

が
「
今
後
も
各
分
野
で
活
動
を
続

け
、
町
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
自
治
功
労
者
▼
自
治
功
労
＝
星

栄
美（
落
合
・
農
業
委
員
十
二
年
、

う
ち
会
長
九
年
）
▼
顕
彰
＝
星
恒

行
（
楢
原
・
教
育
委
員
十
年
六
か

月
、
う
ち
委
員
長
四
年
）、
佐
藤

德
男
（
雑
根
・
駐
在
員
六
年
）、

五
十
嵐
精
一
（
田
代
・
駐
在
員
六

年
）、
渡
部
利
男
（
戸
赤
・
農
事

組
合
長
十
八
年
、
う
ち
協
議
会
長

一
年
）、
佐
藤
純
江
（
中
妻
・
社

会
教
育
委
員
二
十
年
）、
佐
藤
守

男
（
刈
林
・
社
会
教
育
委
員
十
六

年
）、
猪
股
正
嗣
（
倉
水
・
統
計

調
査
員
三
十
三
年
）、
渡
部
秀
（
刈

林
・
統
計
調
査
員
二
十
七
年
）、

星
正
一
（
板
萩
・
統
計
調
査
員
二

十
五
年
）、
佐
藤
勝
男
（
塩
生
・

統
計
調
査
員
二
十
年
）、
小
山
文

子
（
塩
生
・
婦
人
消
防
隊
員
三
十

二
年
、
う
ち
副
隊
長
七
年
隊
長
二

年
）、
渡
部
勝
男
（
刈
林
・
町
の

振
興
費
と
し
て
百
万
円
を
寄
付
）

■
教
育
功
労
者
▼
教
育
功
労
＝
筒

井
正
行
（
湯
野
上
・
体
育
指
導
委

員
二
十
三
年
九
か
月
）、
湯
田
吉

幸
（
刈
林
・
体
育
指
導
委
員
二
十

一
年
）

受賞を祝った祝賀会（同日、ふれあいセンター）



福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

選
挙
の
適
切
な
管
理
執
行
に
当

た
っ
た
と
し
て
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
の
齊
藤
宗
平
委
員
長

（
大
松
川
）を
表
彰
し
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、十
月
二
十
四
日
、

町
役
場
で
行
わ
れ
、
渡
辺
典
雄

県
南
会
津
振
興
局
長
が
齊
藤
委

員
長
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

齊
藤
委
員
長
は
「
町
民
の
皆
さ

ん
の
選
挙
に
対
す
る
高
い
意
識

の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

齊
藤
委
員
長
は
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
町
選
管
委
員
と
し
て
、

選
挙
の
適
正
な
執
行
に
尽
力
。

今
年
七
月
の
参
院
選
で
の
町
の

投
票
率
は
八
一
・
四
三
％
と
前

回
参
院
選
よ
り
〇
・
一
九
㌽
上

昇
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
平
成
二

十
二
年
度
福
島
県
林
業
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
お
い
て
入
賞
し

た
渡
部
善
一
さ
ん
（
水
門
）

と
星
源
一
さ
ん
（
沢
入
）
の

妻
、美
代
子
さ
ん
が
来
庁
し
、

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

本
町
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
■

林
業
コ
ン
ク
ー
ル
▼
森
林
管

理
◇
枝
打
部
門
・
県
知
事
賞

＝
渡
部
善
一
◇
間
伐
部
門
・

県
林
業
協
会
長
賞
＝
澳
田
共

有
林
代
表
佐
藤
清
松（
水
門
）

■
き
の
こ
品
評
会
▼
な
め

こ
・
ひ
ら
た
け
の
部
◇
日
本

特
用
林
産
振
興
会
長
賞
＝
渡

部
善
一
◇
県
き
の
こ
振
興
協

議
会
長
賞
＝
星
源
一

田
島
税
務
署（
森
俊
雄
署
長
）

は
、
十
一
月
十
二
日
、
下
郷
中

学
校
（
星
裕
次
郎
校
長
）
に
租

税
教
育
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
学
校
の
運
営
に

も
欠
か
せ
な
い
税
に
係
わ
る
教

育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
税
務

署
員
を
講
師
に
招
い
た
特
別
授

業
を
開
く
な
ど
、
国
民
の
納
税

義
務
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

十
一
月
五
日
、
福
島
市
で
開
か

れ
た
福
島
県
下
農
業
委
員
大
会
に

お
い
て
、
元
町
農
業
委
員
会
長
の

星
栄
美
さ
ん
（
落
合
）
に
県
農
業

会
議
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
星
さ
ん
は
、
平
成
十
年
三
月

か
ら
町
農
業
委
員
と
し
て
農
業
振

興
等
に
尽
力
。
平
成
十
三
年
三
月

に
は
会
長
に
就
き
、
以
後
九
年
に

渡
り
そ
の
職
を
全
う
し
ま
し
た
。

九
月
に
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

五
十
万
円
を
寄
付
さ
れ
た
渡
部
勝

男
さ
ん
（
刈
林
）
に
、
赤
十
字
社

か
ら
金
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。伝

達
式
は
、
十
一
月
五
日
、
町

役
場
で
行
わ
れ
、
湯
田
雄
二
町
長

か
ら
渡
部
さ
ん
に
有
功
章
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

■
各
種
表
彰
受
賞
者
等
の
紹
介

表彰を受ける齊藤委員長（左）

受賞報告のため来庁した渡部さん（左）と星さん

森署長（左）から感謝状を受け取る星校長

表彰を受けた星さん

金色有功章を手にする渡部さん

齊藤宗平委員長に県選挙管理委員会表彰

渡部善一さんら県林業コンクールで入賞

下郷中に租税教育感謝状

星栄美さんに
県農業委員大会表彰

渡部勝男さんに
日本赤十字社金色有功章



フォトコンクールで最優秀賞に
輝いた武田幸吉さん（左）

室井幸七さんの作品
町長賞金賞「木彫り３点」

文
化
祭

農
業
祭

文
化
祭
と
農
業
祭
は
十
一
月
三
日

に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

文化祭

農業祭

文
化
祭
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、開
会
式
で
は「
し

も
ご
う
農
村
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
ク

ー
ル
」
な
ど
の
入
賞
者
へ
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
佐
藤

守
男
実
行
委
員
長
ら
関
係
者
が
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

出
品
さ
れ
た
力
作
約
二
千
点
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
は
ゆ
っ
く
り
と

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
に
は

町
商
工
会
や
ふ
る
さ
と
振
興
協
議

会
な
ど
に
よ
る
模
擬
店
が
並
び
、

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
大
川

渓
流
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
や
郷
人

に
よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞
が
披
露
さ

れ
、
芸
術
の
祭
典
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
下
郷
支
店
選

果
場
を
会
場
と
し
た
農
業
祭
で

は
、
農
産
物
な
ど
の
即
売
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
紅
白
も
ち
ま
き
や

り
ん
ご
皮
む
き
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

田
沼
文
藏
記
念
館
で
は
、
室
井

東
志
生
画
伯
ら
の
作
品
を
展
示
し

た
郷
土
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＊
し
も
ご
う
農
村
風
景
フ
ォ
ト
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
は
先
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

老
人
作
品
展
の
町
長
賞
、
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
の
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
町
長
賞
▼
金
賞
＝
室
井
幸
七

（
張
平
）
▼
銀
賞
＝
大
竹
信
子
（
湯

野
上
）、
小
山
巌
男
（
水
門
）
▼

銅
賞
＝
星
カ
ネ
（
刈
林
）、
星
綾

子
（
倉
村
）、
渡
部
ト
ク
ノ
（
三

ツ
井
）▼
佳
作
＝
渡
部
菫（
塩
生
）、

星
義
夫（
楢
原
）、
渡
部
リ
キ
ヨ（
姫

川
）、
玉
川
德
夫
（
檜
原
）、
弓
田

博
美
（
音
金
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
▼
金

賞
＝
渡
部
リ
ヱ
（
倉
水
）
▼
銀
賞

＝
室
井
信
義
（
張
平
）、
阿
部
純

正
（
楢
原
）
▼
銅
賞
＝
児
山
藤
吉

（
桃
曾
根
）、芳
賀
節
子（
湯
野
上
）、

小
山
キ
ミ
（
刈
林
）
▼
佳
作
＝
弓

田
ち
か
（
塩
生
）、
星
宏
（
楢
原
）、

佐
藤
幸
子
（
大
松
川
）、
藤
原
一

雄（
小
野
）、
小
椋
カ
ネ
子（
刈
林
）

▼
団
体
賞
＝
中
妻
、
刈
林
、
楢
原
、

張
平
、
橋
坂
、
湯
野
上
、
弥
五
島

文文文文文文文文文文文文文文文

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭



県トラック
協会

植栽を行う参加者

チーム一丸となって大会に臨んだ町選手団

協定に調印した左から湯田雄二町長、鈴木義仁県農林水産部長、
星久守県トラック協会長、加藤東一郎中山区長

トラック
の

森づくり

中山で植栽活動
温暖化対策に一役

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
社
会

貢
献
・
環
境
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ
く
り
」

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全
国
十
九
番
目
の
ト
ラ
ッ
ク
の

森
の
整
備
を
目
指
し
て
い
た
福
島

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
星
久
守
会

長
・
中
山
出
身
）
は
、
十
一
月
六

日
、
町
役
場
に
お
い
て
、
町
と
中

山
区
、
県
の
三
者
と
「
企
業
の
森

林
づ
く
り
」
に
関
す
る
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。
企
業
の
森
林
づ

く
り
は
県
が
提
唱
す
る
事
業
で
、

企
業
が
参
加
し
て
森
林
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
県
は
整

備
に
関
わ
る
総
合
的
な
調
整
を
行

い
、
町
や
中
山
区
は
活
動
場
所
等

を
提
供
し
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
森

づ
く
り
活
動
に
参
画
す
る
と
い
う

協
力
関
係
が
構
築
さ
れ
、
今
後
三

年
間
に
渡
り
中
山
南
原
地
内
の
町

有
林
〇
・
六
㌶
で
広
葉
樹
の
植
栽

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

同
日
、
初
め
て
の
森
づ
く
り
植

栽
活
動
が
行
わ
れ
、
星
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
が
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
協
会
員

や
家
族
ら
約
百
二
十
名
が
参
加

し
、
コ
ナ
ラ
や
ト
チ
な
ど
の
苗
木

約
二
百
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

監　督　玉川　哲也（中　妻）

コーチ　星　　光長（中　妻）

コーチ　山田　武蔵（大　内）

1　区　白川　美紀（刈　林）

2　区　室井　克也（田島高 1年・大松川）

3　区　佐藤　雅也（下郷中 2年・水　門）

4　区　星　賢太郎（音　金）

5　区　五十嵐信行（田島高 1年・湯野上）

6　区　星　　光長（中　妻）

7　区　渡部　祐喜（下郷中 3年・楢　原）

8　区　塩生　誠人（下郷中 3年・塩　生）

9　区　渡部かなみ（下郷中 2年・倉　水）

10　区　星　　雄介（埼玉大 3年・湯野上）
11　区　荒井　友花（下郷中 3年・姫　川）
12　区　室井　基宏（中　妻）
13　区　渡部　　学（芦の原）
14　区　星　　克成（田島高 1年・音　金）
15　区　中村未沙綺（下郷中 3年・檜　原）
16　区　星　　嘉人（落　合）

十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
二
十
二
回
ふ
く
し
ま
駅

伝
に
は
、
県
内
の
五
十
一
市
町

村
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
チ
ー
ム
は
中
高
生
を
中
心

と
し
た
若
い
メ
ン
バ
ー
で
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
応
援
し
よ
う
と

多
く
の
町
民
が
駆
け
つ
け
、
選

手
た
ち
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま

し
た
。
応
援
に
応
え
る
よ
う
に

町
チ
ー
ム
は
、
昨
年
度
順
位
を

一
つ
上
げ
る
四
十
七
位
（
時
間

は
四
分
三
秒
縮
め
る
五
時
間
五

十
七
分
二
十
秒
）
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

昨
年
度
順
位
を
上
回
る
力
走ふ

く
し
ま
駅
伝

チーム紹介（敬称略）



親睦を深めた交流パーティー

第
二
十
回
在
京
下
郷
の
集
い
は
、

十
月
三
十
日
、
本
町
と
縁
あ
る
田

沼
千
秋
社
長
（
父
文
藏
氏
が
大
内

出
身
）
が
経
営
す
る
ホ
テ
ル
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
（
東
京
都
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

集
い
で
は
、
在
京
下
郷
会
（
中

野
善
次
会
長
・
刈
林
出
身
）
の
定

期
総
会
や
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

わ
れ
、
同
会
員
や
町
関
係
者
な
ど

約
百
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
故
郷
「
下
郷
」
の

更
な
る
発
展
に
つ
い
て
語
り
あ
い

な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

山
内
磐
水
さ
ん
（
星
勝
雄
さ
ん
・

小
野
）
ら
に
よ
る
民
謡
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
抽
選
会
な
ど
も
行
わ

れ
、
二
十
回
目
の
節
目
の
年
を
盛

大
に
祝
い
ま
し
た
。

第20回

在
京
下
郷
の
集
い

節
目
の
年
に
更
な
る
発
展
を
誓
う

2 期目の初登庁をする佐藤雄平県知事（11月12日）

10月31日投票、即日開票された福島県知事選挙の下郷町開票区の開票結果等は次のとおりです。

●当日有権者数及び投票率等

有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（%）
男 2 , 6 9 1 2 , 1 7 2【3 9 0】 8 0 . 7 1
女 2 , 8 6 8 2 , 3 1 2【4 5 8】 8 0 . 6 1
計 5 , 5 5 9 4 , 4 8 4【8 4 8】 8 0 . 6 6

※投票者数欄の【　】内は期日前投票者数の内訳

●開票結果
候補者氏名
（敬称略）

得　票　数
下郷町 県全体

当　佐藤　雄平 4 , 2 0 6 . 2 1 8 6 0 9 , 9 3 1 . 5 7 7
　　佐藤　克郎 1 9 0 . 7 8 1 　 7 9 , 5 9 4 . 3 6 4

※小数点以下は按分による得票数

山内さん（右から2人目）らによる演奏

福島県知事選挙　下郷町開票区　開票結果



善意ありがとう

室井文輔町教育長（左）に寄付金を手渡す
森川代表（右）と室井会長

□11月10日
会津民謡いろは会（森川玄翠代表・会

津若松市）は、11月 7 日、長志会（室井
長一会長・音金）との共催によるチャリ
ティーショー「紅葉といで湯のまち下郷
に民

う

謡
た

う」をふれあいセンターで開催し
ました。11月10日、森川代表と室井会長
が来庁し、町教育委員会に 5万円を寄付
されました。

□11月15日
渡部彩子さん（会津若松市）は、広報

送付謝礼として2万円を寄付されました。 

■楢原駐在所 ■湯野上駐在所　　
　☎0241（67）2325 　☎0241（68）2259
■南会津警察署　
　☎0241（62）1140

こんにちは！駐在所です

●期間　12月10日㈮から平成23年1月7日㈮までの29日間
●運動のスローガン
「ちょっと待て！！ たった一杯 危険はいっぱい」
●運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止
●運動の重点　
①飲酒運転の根絶

②夕暮れ時と夜間の交通事故防止

③全ての座席のシートベルトと

　チャイルドシートの正しい着用の徹底

訪問買
か い

取
と り

に注意　関西地方の事例（着物の訪問買取）

賑わった町産品の販売ブース

十
一
月
十
三
日
と
十
四
日
に
姉

妹
都
市
の
西
東
京
市
で
、
市
民
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
観
光
協
会

が
関
係
団
体
等
と
協
力
し
、
米
や

町
産
品
に
長
蛇
の
列

西
東
京
市
民
ま
つ
り

VOL107
10月
18 国道121号改良促進期成同盟会総会中央要望／グリ

ーンハウスオペラシティホールコンサート
19 「会津縦貫南道路」地方要望
21 平成22年度「会津を拓く講演会」
22 平成22年度県雪対策協議会中央要望
23 みちづくり委員会ボランティア活動
24 第20回福島県空手道選手権大会／自治功労表彰式
25 只見町長来庁
27 平成22年度東北国道協議会「秋季大会」
28 台湾行政院原住民委員会視察来町
29 町・議会中央要望
30 「第20回在京下郷の集い」

11月
3 第15回ＪＡ会津みなみ下郷地区農業祭／第47回下

郷町文化祭
4 交通安全テント村／南会津建設事務所事業調整会議
6 「トラックの森」づくり協定書調印式及び森林づく

り活動
8 社会福祉法人南会津会施設訪問
9 役場防災訓練
10 伝建制度35周年記念シンポジウム「地域に活きる

歴史の町並み」
11 伝建協要望活動
12 みちづくり委員会県要望／ふくしま駅伝結団式
13 西東京市民まつり ～14日

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動

り
ん
ご
、
味
噌
な
ど
の
町
産
品
を

販
売
し
ま
し
た
。

町
の
販
売
ブ
ー
ス
に
は
、
町
産

品
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
来
場
者

が
訪
れ
、
初
日
で
完
売
し
た
商
品

も
出
る
な
ど
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
湯
野
上
温
泉
の
宿
泊

券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催

す
る
な
ど
、
来
場
者
の
人
気
を
集

め
ま
し
た
。

二
日
目
に
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド

に
は
、
湯
田
雄
二
町
長
、
星
政
征

町
議
会
議
長
ら
が
参
加
し
、
両
市

町
の
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

「不要な着物を譲ってほしい」

と女性から電話があり、少し不安

だったが「ちゃんとした人を行か

せる」と言うので来てもらった。

着物はざっと見ただけで、今度

は「貴金属を見せて」と言う。断

ったが「見るだけだから」としつ

こいので見せたら、なかば強引に

着物５点と貴金属を宝石箱ごと６

万７千円で買い取られてしまった。

後になって後悔し、翌朝すぐに

やめたいと申し出たが既に手元に

ないと言われた。

業者が訪問する形態でも、買取

の場合はクーリングオフができま

せん。十分に注意してください。



舞台挨拶を行う根本さん

町
内
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
「
福

シ
ネ
マ
第
一
回
作
品
・
こ
も
れ
び
」

の
地
元
先
行
上
映
会
は
、
十
一
月

二
十
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
多
数
の
町
民
ら
が
映

画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

福
シ
ネ
マ
は
、
西
郷

村
在
住
の
俳
優
根
本
博

成
さ
ん
が
主
宰
す
る
自

主
映
画
製
作
組
織
で
、

地
元
の
魅
力
を
映
画
か

ら
発
信
し
よ
う
と
活
動

し
て
い
ま
す
。
第
一
回

作
品
「
こ
も
れ
び
」
は
、

親
子
の
絆
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
、
重

要
な
場
面
に
桜
が
満
開

と
な
っ
た
湯
野
上
温
泉

駅
が
登
場
し
、
美
し
い

町
の
風
景
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

多数の鑑賞者が来場した上映会

ドライバーに事故防止を呼び掛ける関係者

自然にふれる
もみじの道健康ウォーク

交通事故防止を啓発
交通安全テント村作戦

大
松
川
区
と
町
森
林
環
境
推
進

委
員
会
が
主
催
し
た
「
も
み
じ
の

道
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
十
月
二

十
四
日
、
松
川
街
道
跡
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
百
五
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

杉
ノ
沢
一
里
塚
を
出
発
し
た
参

加
者
は
、
江
戸
時
代
の
旅
人
に
扮

し
た
区
民
や
県
森
の
案
内
人
か
ら

街
道
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
通
行
手

形
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
の

観
音
沼
森
林
公
園
で
は
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
四
日
、
町
交
通
対
策
協

議
会
は
関
係
団
体
と
協
力
し
、
物

産
館
駐
車
場
で
「
交
通
安
全
テ
ン

ト
村
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
の
交
通
量
が
増
加
す
る
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
交
通

事
故
防
止
を
広
く
啓
発
し
よ
う
と

同
協
議
会
員
や
南
会
津
警
察
署
員

ら
関
係
者
約
三
十
名
が
参
加
。
往

来
す
る
多
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、

南
会
津
郡
内
で
多
発
す
る
交
通
事

故
の
現
状
を
説
明
し
な
が
ら
事
故

防
止
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

り
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

街道の歴史を学ぶ参加者

地
元
で
先
行
上
映
会

福
シ
ネ
マ
第
一
回
作
品

皆さまからの身近な情報をお待ちしています。　行政推進係　℡0241－69－1122



町の話題

甲子道路をきれいに
みちづくり委が美化作業

地域への恩返し
シルマンスクール感謝の集い

紅葉を満喫
中山ウォーキング・トレッキング

アートに挑戦
中妻老人会アート教室

下
郷
地
区
み
ち
づ
く
り
委
員

会
は
、
十
月
二
十
三
日
、
国
道

二
八
九
号
甲
子
道
路
の
美
化
作

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
、

会
員
や
関
係
者
ら
約
二
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

作
業
は
、
町
内
に
大
き
な
恩

恵
を
も
た
ら
す
甲
子
道
路
へ
の

感
謝
の
意
を
込
め
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
約
二
・
五
㌔
の

区
間
を
歩
き
な
が
ら
、
道
路
沿

い
の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し

た
。

町
ふ
る
さ
と
大
使
の
本
木
光

史
さ
ん
が
、
旧
大
松
川
分
校
で

運
営
す
る
シ
ル
マ
ン
ス
ク
ー
ル

（
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
自
然

体
験
学
校
）
は
、
開
校
五
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

本
木
さ
ん
は
、
運
営
に
協
力

し
て
く
れ
る
大
松
川
区
の
方
々

へ
の
感
謝
の
意
か
ら
、
十
一
月

六
日
に
「
感
謝
の
集
い
」
を
同

分
校
で
開
催
し
、
区
民
ら
約
五

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、会
食
し
な
が
ら
、

五
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
語
り

あ
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

湯
野
上
温
泉
観
光
協
会
が
主

催
し
た
中
山
（
金
塚
山
）
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、

十
一
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
約
百
五
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
中
山
風
穴
地
特

殊
植
物
群
落
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
中
山
山
頂
を
目
指
す
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
爽
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
の
中
山

風
穴
公
園
で
は
、
参
加
者
に
き

の
こ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

宿
泊
券
な
ど
の
当
た
る
抽
選
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
妻
老
人
会
は
、
十
月
二
十

二
日
、
旧
中
妻
分
校
で
ア
ー
ト

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
同
分
校
跡
で
芸
術

活
動
を
行
う
斎
藤
義
晴
さ
ん
。

斎
藤
さ
ん
は
、
工
場
か
ら
出
さ

れ
た
廃
材
を
利
用
し
た
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
斎
藤
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
色
と
り
ど

り
の
リ
ー
ド
線
な
ど
を
用
い
て

「
結
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
町

文
化
祭
に
出
展
さ
れ
ま
し
た
。 ごみを拾い集める参加者

区民が多数参加した感謝の集い

紅葉深まるコースを歩く参加者

アート教室に参加した老人会の皆さん



短
歌

　

12月
地域子育て支援センター
（しもごう保育所内）

TEL69-1137  FAX69-1136

地域子育て支援センターは、
皆さんの子育てを応援します。

☆育児相談会（月 1回、第 2火曜日）
発育のこと、離乳のこと、健康にかかること

で不安なことはありませんか。保健師やセンタ
ー職員が相談に応じます。身長や体重を測定し
ます。母子手帳を持参してください。
日時　12月14日（火）　13：30～15：00
場所　地域子育て支援センター
☆しつけやその他の育児不安についての相談は
保育士やセンター職員が対応します。

日時　毎週月～金曜日　 9：00～16：00
場所　地域子育て支援センター
※電話、来所で受け付けています。お気軽にご
利用ください。

町保健師による「体に良いお話」を聞いてみ
ませんか。
日時　12月 8 日（水）　10：00～11：30
場所　地域子育て支援センター
講師　町保健師
☆参加希望の方は、前日までに子育て支援セン
ターに申し込んでください。

「～みんなで楽しもう～クリスマスミニコ
ンサート」。クリスマスソングや童謡を聴い
たり歌ったり、みんなで音楽を楽しみましょ
う。
講師　室井洲美枝　先生
日時　12月17日（金）　10：00～11：00
場所　地域子育て支援センター
☆参加希望の方は、前日までに子育て支援セ
ンターに申し込んでください。

かわいいサンタバ
ックを作って楽しい
クリスマス会に参加
しましょう。サンタ
さんからのプレゼン
トもありますよ。
日時　12月15日（水）

10：00～
11：30

場所　町公民館

育　児　相　談

子育て講習会

うさちゃんクラブ

つくしんぼう
学級

～11月の子育て講習会（つくしんぼう学級合同）～
講師の中田このみ先生に、絵本の読み聞かせをし
ていただきました。

～平成23年度入所希望体験保育～
保育所のお友達と一緒に遊んだり給食を食べた
り、楽しい時間をすごしました。



1 月生まれの“すこやかちゃん”
はだれかな？掲載希望者は15日までに
行政推進係へ連絡をTEL6 9－1 1 2 2

Hiuchigatake
燧ケ岳 
私にとって秋は、大好きな季節です。雨の後の爽やか

な空気、暑くも寒くもない気候、日々変化する美しい紅
葉、全てが素晴らしいものです。
10月下旬、私は友人たちと燧ケ岳（桧枝岐村）へ登山

に出かけました。朝 4時に起床し、車で尾瀬まで行き、
7時頃から登山を開始しました。太陽が山に隠れたまま
の早朝の尾瀬は非常に寒く、地面には霜柱が立っていま
した。しかし、既に大勢の登山客が訪れていたため、燧
ケ岳登山には最も良い時間帯にスタートできたものと感
じました。
私たちは早いペースで登り、登るほどに素晴らしい景

色を眺めることができました。景色を見ながらの登山は
本当に楽しいものです。頂上に着く頃には、太陽も高く
昇り、非常に暖かく感じました。青空の下に広がる尾瀬
ヶ原は、息をのむほどの美しい光景でした。　
頂上では、景色を眺めたり昼食をとるなど 1時間ほど

休憩しました。休憩の間も続々と登山客が到着していた
ため、相当な人数の登山客が訪れていたものと感じまし
た。登りは約 2時間でしたが、帰りは下山後、尾瀬ヶ原
をハイキングしたため、約 5時間かかりました。
私は、今回、燧ケ岳に登れたことを嬉しく思います。

なぜならば、東北最高峰の山であり日本百名山にも名を
連ねる燧ケ岳は、東北さらには日本を代表する山である

　

「はやく食べられる
ようになりたいな」

小山美
み

来
く

ちゃん 
（郁朗さん、白岩）  

からです。しかしながら、前日に良く眠れず、非常
に疲れたことも事実です。次の機会には、十分な睡
眠をとって臨みたいと思います。
素晴らしい一日を与えてくれた友人たちに感謝し
ます。
 Matthew Baker（マシュー　ベイカー）



江川小学校 1年生の皆さん

－江川小学校－
下郷町大字湯野上字杉ノ内乙548

ＴＥＬ0241（68）2504
校　　長 須田　宗男
教　　頭 篠崎　俊樹
職 員 数 1 3名
学 級 数 6クラス
児 童 数 6 1名

1 年　　1 0名
2 年　　1 1名
3 年　　1 1名
4 年　　 5名
5 年　　1 5名
6 年　　 9名

●教育目標
心身の健やかな発達を目指す心

豊かな児童の育成
～自ら学び、生き生きと

　　　　瞳輝く江川っ子～
●目指す児童像
　えがおで思いやりのある子
　がまん強くたくましい子
　わかるまで考える子

男子 6名、女子 4名、計10名の明

るく元気いっぱいの 1年生です。み

んな仲良しで、友達のいいところを

たくさん知っています。

先日行われた江川っ子まつりでは、

最初に「大きなかぶ」を歌いました。

自分たちが考えた台詞を加え、役に

なりきって一生懸命発表しました。

次に、「数え歌」を子豚になりきっ

て元気よく音読しました。音読の合

間に入れる子ども達の「ブー」は、

本物の子豚そっくり？で、会場から

大きな笑い声が沢山聞こえてきまし

た。子ども達は、この発表を通して、

友達と協力することの素晴らしさを

学ぶことが出来ました。

これからも、さまざまな学習を通

して、友達のいいところを沢山見つ

け、友達の気持ちを思いやることが

できる、かっこいい 1年生になって

ほしいと思います。

星　由美先生
 

次号（ 1月号）は
楢原小学校の予定です。



人権特設相談会
12/7日（火） 午前10時～午後3時
…ふれあいセンター

町民班戸籍保険係
ＴＥＬ６９－1 1 3 3

町役場は土日閉庁
　町老人福祉センターは年末
年始の休所日を除き運営して
います。
☎69-1122
 ………………………役　場
☎69-5111
 …………………江川出張所
☎69-1166・1168
 ………………町教育委員会
☎67-2211・2629
 ……………………町公民館
☎67-2905

コミュニティーセンター
☎69-1112
……下郷ふれあいセンター
☎67-3251
……………グリーンプラザ
　　（田沼文藏記念館）

☎69-1135
 ……………しもごう保育所
☎68-2315
 ………………湯野上保育所
☎67-4433
 ……………………町物産館
☎67-2416
……町観光公社・養鱒公園

〈主な行事予定〉

4日　しもごう保育所生活発表会

5日　教育長杯ソフトバレー大会

（コミセン）

11日　湯野上保育所生活発表会

22日　小中学校第２学期終業式

28日　官公庁仕事納め

Dec. 2010

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

12 月

グリーンプラザ田沼文藏記念館
TEL（FAX）0 2 4 1 − 6 7 − 3 2 5 1
□開館時間　9： 0 0 ～ 1 7： 0 0
□休　館　日　毎週月曜日・年末年始

＊ぎっちょんちょん 群ようこ（新潮社）
＊寝ても覚めても 柴崎友香（河出書房新社）
＊チア男子！！ 朝井リョウ（集英社）
＊歌うクジラ　上・下 村上　龍（講談社）
＊障害役者 柳浩太郎（ワニブックス）
＊潜行捜査 安東能明（双葉社）
＊マリアビートル 伊坂幸太郎（角川書店）
＊十津川警部　君はあのＳＬを見たか 西村京太郎（講談社）
＊鋼鉄の叫び 鈴木光司（角川書店）
＊刀圭 中島　要（光文社）

納税には便利な口座振替を

■お問い合せ
　税務班 TEL 0241 - 6 9 - 1 1 5 5

12月の納税等
payment of taxes

この社会
あなたの税がいきている…

国民健康保険税…… 6期
介護保険料………… 5期
水道使用料…………12月
後期高齢者医療保険料 …５期

平成23年度
しもごう・湯野上保育所　入所児童募集
　平成23年度の入所児童を募集します。 5月以降に入所を希望してい

る場合についても、下記の期間中に申込をしてください。

■申込期間　12月 1 日（水）～12月20日（月）
＊申込書は、役場・両保育所で配布しています。

＊定員を超える場合は、選考審査を行います。

■保育所の開所時間　　午前 7時30分～午後 6時
■保育所の給食・おやつ
○ 3歳未満児　完全給食、おやつは午前・午後の 2回

○ 3歳以上児　副食給食（おかずのみ）、おやつは午後 1回

※土曜日はお弁当を持参してください。

■保育料月額（給食、おやつ代含む）
○ 3歳未満児　　 0円～７２, ８００円

○ 3　歳　児　　 0円～５０, ０００円

○ 4歳以上児　　 0円～４５, ０００円

※児童 2人以上が入所する場合、一番年上のお子さんの保育料のみ

が徴収され、その他のお子さんは無料となります。

■お問い合わせ　健康福祉班福祉係　℡ 0 2 4 1（ 6 9 ）1 1 9 9



20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
国
が
責

任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
の

で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
半
分
の

額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る

な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心
な
制

度
で
す
。

▼
義
務
と
権
利

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

▼
加
入
の
手
続
き

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、

20
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者

と
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
役
場
で
直
接
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

・
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
0
2
4
2
（
27
）
5
3
2
1

・
町
民
班
戸
籍
保
険
係

☎
0
2
4
1
（
69
）
1
1
3
3

湯野上温泉 星乃井 冬だより 68-25526

貯まったカードが使えます。ポイントも貯まります！！
忘新年会等の、個人会費にもお使い頂けます！

加盟記念特典：満点カード2枚利用で、1名様の無料入浴券プレゼント！ 2011年12月まで

◇ さらに、老人クラブ利用券使用で、無料入浴券＆記念集合写真プレゼント（通年）

帰
化
許
可
申
請
事
件
等
の

取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す

戸
籍
事
務
の
簡
素
・
効
率
化
の

観
点
か
ら
、
平
成
23
年
1
月
1
日

か
ら
福
島
地
方
法
務
局
全
管
内
で

取
り
扱
っ
て
い
る
帰
化
許
可
申
請

事
件
等
の
国
籍
に
関
す
る
事
務
は
、

本
局
戸
籍
課
に
お
い
て
の
み
取
り

扱
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

不
明
点
等
は
、
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
　

　
福
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
☎
0
2
4（
5
3
4
）1
9
3
3

を
か
か
え
た
方
に
、
解
決
へ
の
き

っ
か
け
と
な
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
（
ご
利
用
は
無
料
）
を
行

う
ほ
か
、
経
済
的
に
お
困
り
の
方

の
た
め
に
無
料
法
律
相
談
や
弁
護

士
等
に
代
理
等
を
依
頼
し
た
場
合

の
裁
判
費
用
や
弁
護
士
報
酬
等
の

立
替
を
行
う
民
事
法
律
扶
助
業

務
、
犯
罪
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

法
テ
ラ
ス
へ

法
テ
ラ
ス
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル

会津・野岩鉄道利用促進協議会では、冬休み期間中にご家族で「浅
草往復列車たびきっぷ」を使って旅行される方に対する助成を行い
ます。
この冬休みに、家族旅行で会津鉄道・野岩鉄道を利用されてはい
かがですか。

◇対　象　小学生の子どもを含む家族で「浅草往復列車たびきっぷ」
を利用する場合

◇期　間　12月23日（木）～平成23年 1 月10日（月）
◇助成額　大人一人につき、子ども一人分の運賃全額（助成は１回

限り）
※往復切符の出発駅までの運賃、東武鉄道の特急料金、
個室料金は除きます。

◇定　員　50名
◇申　込　利用日の前日までに会津鉄道本社か会津鉄道の有人駅で

切符購入の際に申し込んでください。（ 8時30分～17時）

◆お問い合わせ　会津鉄道株式会社　
会津若松市材木町 1丁目 3－20
℡ 0 2 4 2 （ 2 8 ） 5 8 8 5 　

会津・野岩鉄道利用促進協議会からのお知らせ
会津・野岩鉄道の運賃を助成（冬休みファミリー割引事業）

ご
家
族
の
方
を
支
援
す
る
犯
罪
被

害
者
支
援
業
務
、
さ
ら
に
は
日
弁

連
か
ら
の
受
託
業
務
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
な
ら
法

テ
ラ
ス
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
法
テ
ラ
ス
福
島

☎
0
5
7
0
‐
0
7
8
3
7
4



医師や薬剤師、看護師などの皆さんは、 2年ごと

に届出票等を提出することが義務づけられていま

す。今年は届出の実施年にあたりますので、該当す

る方は12月31日現在の状況を届け出てください。

■日本の医籍・歯科医籍・薬剤師名簿に登録されて
いる全ての医師・歯科医師・薬剤師
　☞届出先　住所地又は就業地を管轄する保健所

■県内に就業する保健師・助産師・看護師・准看護
師・歯科衛生士・歯科技工士
　☞届出先　就業地を管轄する保健所

◆お問い合わせ
　最寄りの保健所又は県庁保健福祉総務課
　℡ 0 2 4 （ 5 2 1 ） 7 2 1 7

個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、納税

義務者である給与所得者（従業員）に代わって、毎

月従業員に支払う給与から個人住民税を徴収（引き

落とし）し、市町村に納入していただく制度です。

地方税法により、給与を支払う事業者は原則とし

て全て特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収

していだだくこととされています。

県内全市町村と福島県では、 個人住民税の特別徴

収の徹底に取り組んでいます。全ての従業員から特

別徴収を行っていない事業者は、切替をお願いしま

す。

◆お問い合わせ
　税務班課税係　℡ 0 2 4 1 （ 6 9 ） 1 1 5 5

12月 保健行事のおしらせ

Information

（10月届出分）
敬称略

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
一
月
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
写
真
撮
影
枚
数
を
数
え

る
と
約
三
万
五
千
枚
。
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
枚
数

で
す
。
そ
の
中
で
、
良
い
と
思
え

る
写
真
は
数
枚
程
度
。
な
ん
と
非

効
率
な
撮
影
ス
タ
イ
ル
か
と
反
省

し
て
い
ま
す
。

来
年
は
「
数
打
て
ば
当
た
る
」

か
ら
「
確
か
な
一
枚
が
撮
れ
る
」

撮
影
技
術
が
持
て
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
佐
藤
充
志
）

10月の
気象で～た

最高気温 　23.0℃
 　（3・7・11・12日）
最低気温 　-2.0℃（27日）
平均気温 　13.2℃
降水量月計　98.0㎜
【役場、午前9時観測】

医療従事者の皆さんは届出を忘れずにご存知ですか？個人住民税の特別徴収

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

な
ま
え 

年
齢 

届
出
人 

地
区

弓
田
マ
ツ
ノ 

94 

一
　
雄 

十
文
字

三
原
　
愛
子 

96 

三
　
郎 

檜
原（
特
老
）

横
山
　
リ
サ 

89 

喜
久
夫 

大
　
沢

行　　　事 日　　　　　　　時 場　　　所 対　　象　　者　　等

４か月児健康診査 15日（水） 受付　12：15～12：45
南会津町保健センター
（御蔵入交流館）

平成22年 8 月生まれ

心の健康相談 15日（水） 　　　13：00～15：00 南会津保健福祉事務所
南会津保健福祉事務所へ電話
（63－0305）予約してください。

乳
幼
児

　

健
康
相
談

11～12か
月児

22日（水）
受付　12：30～13：00

ふれあいセンター

平成21年12月～
平成22年 1 月生まれ

6～ 7か
月児

受付　13：00～13：30 平成22年 5 ～ 6 月生まれ

■お問い合わせ　健康福祉班健康係　☎0241－69－1199
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こ
の
用
紙
は
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
下
郷
ふ
れ

あ
い
支
援
協
議
会
（
阿
久
津
有
信

会
長
・
十
文
字
）
は
、
十
一
月
二

十
日
、
農
園
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で

利
用
者
を
対
象
と
し
た
郷
土
料
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
利
用
者
六
組
十
名

が
参
加
。
利
用
者
は
支
援
協
議
会

員
ら
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

手
打
ち
そ
ば
や
し
ん
ご
ろ
う
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
習
会
後
、試
食
会
が
開
か
れ
、

利
用
者
は
自
ら
作
っ
た
下
郷
の
味

を
堪
能
し
な
が
ら
、
支
援
協
議
会

員
ら
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

郷土料理講習会を開催

しんごろうを作る農園利用者

クラインガルテン下郷に来年 4月開園予定

の新規10棟について、利用希望者を募集して

います。詳しくは、産業振興班農林振興係（℡

0241-69-1188）までお問い合わせいただくか、

町ホームページをご覧ください。

新規農園利用者を募集

日曜当番医（変更になる場合がありますので、ご了承ください）
月　日 医　　　院　　　名 電話番号

12月 5日 みなみあいづ眼科（南会津町）63－3011

12日 きむらクリニック（南会津町）62－5576

19日 佐藤医院 （下郷町）67－2134

26日 高橋医院 （南会津町）62－0040

1月 2日 芳賀医院 （下郷町）67－2128

9日 長谷川医院 （南会津町）62－0032

16日 馬場医院 （南会津町）62－0141

23日 なかやクリニック （南会津町）73－2036

30日 小野木クリニック （南会津町）76－7780

けじめある人間に

真梨子さんは、自然豊かで心が落ち着
く地元で生活したいと現在の会社に就職
しました。
成人を迎え、「二十歳の実感はあまり
ありませんでしたが、選挙権を得て初め
て投票し、自分も大人になったと感じま
した」と言います。
毎朝 5時に起床し、家族 5人分のお弁
当を作るのが日課。「花嫁修業も兼ねて、
楽しく料理しています」と笑顔で話します。
将来の夢は、地元で結婚し、幸せな家
庭を築くこと。また、一人の社会人とし
て職場でも自分の力を試していきたいと
言います。
目標とする人は自身の母親。「優しい中
にも時には厳しい“けじめ”のある人間
になりたい」と目を輝かせながら話します。

星 Hoshi
Mariko 真梨子さん

（音　金）
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「地
ています。

元が好き」と話す真梨子さんは、
南会津町の住田光学ガラスで働い




